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1) 経常的な研究資金の量（校費や所属機関内の研究費な
ど）
2) 政府の競争的研究資金の量

3) 研究資金の要求・公募の制度の適切性

4) 研究資金の利用し易さ

5) 大学院生（博士課程）の人数

6) ポストドクターの人数

7) ポストドクター以外の若手研究者（40歳未満）の人数

8) 外国人研究者の人数

9) 研究者の流動性

10) 所属機関における研究者の任期制の導入

11) 国内の研究者のネットワーク

12) 国際的な研究者のネットワーク

13) 研究スペース

14) 研究時間

15) 研究施設・設備の充実

16) 研究支援者の充実

17) 産学官連携・技術移転をサポートする制度

18) 地域における連携をサポートする制度

19) 教員・研究者の評価の制度化

20) 研究プロジェクトの評価の制度化

21) 自己の所属機関の組織や内部制度の改変

22) 研究テーマ設定の自由度

回答（-2～+2）の平均値

充実不備

●研究環境は多岐にわたり改善されているが、「研究時間」は少なくなったとの回答を得ている（各時点
の回答の平均値による）。

図８．トップリサーチャーによる研究環境変化の認識：
基本計画以前（1991～1995年）と現在（2004年）の比較

基本計画以前
の状況

現在の状況

現在の状況 基本計画以前
の状況

注 ：「トップリサーチャー」は､Science Citation Index (2001年版)の被引用度上位10％論文の著者を対象とした下記調査の回答者846名を指す。
データ：科学技術政策研究所 「トップ･リサーチャーから見た科学技術政策の効果と研究開発水準に関する調査」（2004年10月～12月）


